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研究成果の概要（和文）：幼児期から文字言語も導入する金沢方式で訓練を受け，９歳以上の

聴覚障害児を対象に，音声言語と文字言語の獲得をウェクスラー知能検査と教研式読書力で評

価した。結果：30 名中，言語性知能が正常範囲は 80％で，ウェスクラー知能検査と読書力検査

の関係を検討した結果，両者は 0.81 で高い相関を示した。以上より，話し言葉と文字理解の獲

得は関係が高く，聴覚障害児の日本語獲得に文字言語を早期から導入することの意義は大きい。 

 
研究成果の概要（英文）：This study evaluated the acquisition of oral (spoken) 
and written languages in the hearing impaired who had been trained from 
infancy by the Kanazawa method that incorporates written language teaching 
(focusing on the comprehension of written words) and were 9 years or older 
at the time of study. The Wechsler Intelligence Scales (WAIS-III and 
WISC-III) were employed to assess spoken language, and written language 
was evaluated from reading comprehension. Of the 30 subjects, 80% scored 
within the normal range (85 and above) in Verbal IQ. There were 27 subjects 
out of 30 who were able to complete the reading ability test (comprehension 
test). There was a strong correlation between spoken language and the 
Wechsler Intelligent Scale (r=0.81). These findings suggested that the 
acquisition of spoken language was closely associated with that of the 
understanding of written words, and that the early introduction of written 
language was markedly effective in facilitating the acquisition of the 
Japanese language. 
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１．研究開始当初の背景 

最近は健聴児童の読書力の低下が叫ばれ
ているが，聴覚障害児における読書力の問題
は長年の懸案であり，今もってそれに対する
解決策のコンセンサスは得られていない。聴
覚障害児の訓練は，文部科学省が手話の導入
を薦めてから従来聴覚・口話が主であった乳
幼児期の訓練にも手話を導入する施設が増
加している。一方で，重度聴覚障害児の音声
言語獲得に対する機器として人工内耳が 10
数年前から医療機関で導入されている。聴覚
障害幼児の母国語獲得の方法論は，世界的に
未だ模索の段階である。その中で手話が聴覚
障害者にとっての母語であるという意見も
ある。当該研究者らは，長年にわたり聴覚障
害乳幼児に文字言語を重視した言語訓練の
実践を継続する中で聴覚障害児の母語は健
聴者と同様の話し言葉と書き言葉であるこ
とを見出し，国内外の学会で報告してきた。
研究代表者らの方法は，金沢大学附属病院と
福井県小児療育センターをはじめとして数
か所でしか実践されておらず，全く独創的な
方法である。過去に言語訓練を行った聴覚障
害児のうち，正しい話し言葉（音声言語）の
獲得が良好な例では，書き言葉（文字言語）
も良好であることに気づき本研究の着想に
至った。 
 
２．研究の目的 
 研究代表者らは，聴覚障害児・者の言語力
を高めるための手段として乳幼児期から早
期文字指導（金沢方式）を提唱してきた。９
歳以上に達した聴覚障害児の日本語習得状
況を調査し，聴覚障害児・者の音声言語力な
らびに，音声言語と文字言語力の関係につい
て検討し，聴覚障害児にとって日本語習得に
は文字言語を早期から訓練に導入すること
が必要であることを明らかにする。 
 
 研究代表者は聴覚障害児の日本語獲得目
的に，障害が発見された乳幼児期から補聴器
を装用して行う聴覚・口話法に乳幼児期から
文字言語を導入する方法を推進してきた。そ
の長期成績を検討するために，これまで日本
語獲得の限界と言われる９歳を越えた聴覚
障害児に対して，文字言語理解の長期経過を
評価した。その結果，聴力に関係なく就学時
点で読字理解が小学２年レベル以上に達し
たものは，長期的にも成績が良好であった。
本研究では，聴覚障害児の話し言葉（音声言
語表出）の獲得状況を健常児で一般に用いら
れている知能検査を用いて，９歳以上（研究
計画の当初は対象者の年齢を１０歳以上と
していたが，聴覚障害の世界では９歳の壁と
いう言葉があり，９歳以上の言語力レベルに
到達しにくいという背景があるので，９歳以

上と対象の年齢の枠組みを変更した）の聴覚
障害児・者について，音声言語獲得の可能性
を明らかにする。さらに，同じ対象に対して
音声言語と文字言語習得の関連についても
検討し，聴覚障害児の日本語習得には文字言
語を早期からその訓練に導入することが必
要であることを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 言語性知能と動作性知能を測定する方法
として，一般に用いられているウェクスラー
知能検査を使用し，17 歳未満は WISC-Ⅲ，17
歳以上は WAIS-Ⅲを用いて一対一の対面で行
った。 
 ウェクスラー知能検査では，健聴者の平均
IQ は 100，標準偏差（以下 SD）が 15 となっ
ている。WISC-Ⅲも WAIS-Ⅲのいずれも言語性
下位検査項目と動作性下位検査項目からな
っている。これらの下位検査の成績の評価点
合計から言語性ＩＱ(Verbal IQ;VIQ)が求め
られ，動作性検査の評価点合計から動作性Ｉ
Ｑ(Performance IQ;PIQ)が求められる。その
２つの評価点合計を加算したものから全検
査ＩＱ(Full scale IQ;FIQ)が求められる。 
問題の呈示方法は健聴者による方法に準拠
し，音声言語と読話を併用して行い，各検査
において一般的な検査手順に従った。対象者
が問題を聴き取れない場合は，問題文を書い
た文字カードを検査者が音読しながら呈示
し，問題文の聴き誤りが無いようにした。文
字呈示は検査者の音読時のみとし，その時間
は音声言語での刺激とほぼ同様のスピード
で行い，音読後は文字カードを除いた。ただ
し，数唱は聴覚・読話での刺激のみとし，文
字での呈示は行わなかった。回答は口答で行
うように指示し，すべて録音した。構音が不
明瞭で聴き取れない場合のみその部分を発
話どおりに書字するように指示した。また，
同じ対象者に日を変えて教研式読書力検査
（高学年用）を施行した。教研式読書力検査
は個別に行った。このテストは，短文読解力，
漢字の読み仮名，長文読書力，語彙力などか
ら構成されており，全正答数と読書学年が算
出されるが，今回は全正答数で評価した。 
 

統計処理 

 WISC-Ⅲ，WAIS-Ⅲで結果が得られた VIQ 値
と PIQ 値，検査時年齢，訓練開始年齢，補聴
器装用年齢，平均聴力レベル，矯正聴力レベ
ルとの相関はピアソンの相関関数にて相関
係数の検定を行った。危険率ｐ＜0.05 を有意
差ありと判断した。 
VIQ 値に影響を与えると考える因子として

PIQ 値，訓練開始年齢，平均聴力レベル，検
査時年齢を独立変数として選出し，重回帰モ



デルを作成した。さらにステップワイズ法に
て詳細を検討した。VIQ 値と読書力テスト総
正答数との相関関係を検討した。 
 
４．研究成果 

 (1) 言語性知能と動作性知能の関係 

 対象者 30 名のウェクスラー知能検査の中
央値は VIQ 値が 94，PIQ 値が 111，FIQ が 101
であった。VIQ 値が 85 以上あったものは 30
名中 24 名で，PIQ 値が 85 以上であったもの
は 30 名中 30 名，FIQ が 85 以上であったもの
は 30 名中 26 名であった。 
 

(2) 各検査項目間の関係 

 今回，検討項目にあげた検査年齢，訓練開
始年齢，補聴器装用年齢，平均聴力レベル，
補聴器矯正聴力レベル，VIQ 値，PIQ 値の各
項目間について単相関で検討した。 
 VIQ 値と PIQ 値は相関を認めなかった。本
検査を施行した時の年齢と VIQ 値，PIQ 値に
有意な正の相関を認めた。訓練開始年齢は，
補聴器装用年齢と有意に正の相関を認め，平
均聴力レベルと有意に負の相関を認めた。補
聴器装用年齢は平均聴力レベルと補聴器装
用時の矯正聴力レベルで負の有意な相関を
示した。平均聴力レベルは補聴器装用時の矯
正聴力レベルと正の相関を示した。 
 この結果から，VIQ 値に影響する要因の検
討をするために重回帰分析を行い，その説明
変数として検査時年齢，訓練開始年齢，矯正
聴力レベル，PIQ 値を選択した。また，PIQ
値に影響する要因の検討をするために重回
帰分析を行い，その説明変数として検査時年
齢，訓練開始年齢，矯正聴力レベル，VIQ 値
を選択した。 
 
 (3) VIQ 値と検査時年齢，訓練開始年齢，
矯正聴力レベル，PIQ 値との関係 
 VIQ 値に作用する項目の検討では，検査時
年齢，訓練開始年齢，矯正聴力レベル，PIQ
値のいずれの項目においても有意に影響を
与える項目は無かった。 
 
 (4) PIQ 値と検査時年齢，訓練開始年齢，
矯正聴力レベル，VIQ 値との関係 
 PIQ 値に作用する項目の検討では，検査時
年齢と VIQ値は有意に影響を与えていなかっ
たが，訓練開始年齢，矯正聴力レベルは PIQ
値に有意に影響を与えていた（訓練開始年齢
p=0.040；矯正聴力レベル p=0.040）。 
 

 (5) ステップワイズ法による検討 

 VIQ 値に影響を与える項目についてステッ
プワイズで検討した結果，検査時年齢が有意
に VIQ 値に影響を与えていた（p=0.049）。 
PIQ 値に影響を与える項目について同様にス

テップワイズで検討した結果，検査時年齢が
PIQ 値に有意に影響を与えていた（p=0.033）。 
 

 (6) 読書力との関係 

 WAIS－Ⅲか WISC－Ⅲを施行したもののう
ち,27 名に読書力検査を施行した。両検査の
相関は 0.81 と高い結果となった． 
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